
）

25
Ａ Ｂ Ｃ
Ａ Ｂ Ｃ

○研究に係る資源配分の妥当性（研究資源配分の妥当性）

　本研究により、糖脂質のような比較的低分子量成分に由来する糖鎖の一部について、抗原性や交差反応性を明らかにすることがで
きた。ｴｷﾉｺｯｸｽから調製した抗原に含まれるそれらの成分が、患者血清との反応にどのように反映されるものなのかという知見を得た
ことは、今後の検査をする上で大いに参考になる。

　H25年度の中間評価において「ｴｷﾉｺｯｸｽ症の適切な早期診断技術の向上のため、糖鎖の抗原性解明を行う
など、一定の研究成果は見込まれる」との意見を受け、本研究の目的と必要性に対する理解を得たと考
え、研究計画に沿って進めた。結果、検査にも影響しうる糖脂質由来糖鎖の一群を明らかにできた。

その他の糖脂質由来糖鎖の精製
法検討　[H24～25]

なし
一部、ｷｯﾄを導入して、従来より効率よく精製できるよ
うになり、今後の研究にも活用できる新たな手法を得
た。

平成
【自己評価】

糖脂質由来糖鎖の抗原性の検討
[H24～26]

(a)極めて高い、適切である。  (b)高い、適切である。 　 (c)低い、改善の余地がある。

【個別評価】

成
果
の
活
用
策

○今後の対応

○成果の活用策（成果の活用の可能性）

研究

ａ

24

直近の研究課題評価結果

目的とする糖鎖の抗原性の解析
[H26]
目的とする糖鎖の構造活性相関
の解析　[H26]

これまでに得たｴｷﾉｺｯｸｽ由来の全糖鎖との比較におい
て、糖脂質由来糖鎖の抗原性の度合いを検証した。
抗原性を示す部位（ｴﾋﾟﾄｰﾌﾟ）や交差反応性などを解析
した。

なし

　見逃しや他種との交差反応を最小限にとどめ、現在の粗抗原に代わるような最良の抗原（単独成分または複数成分の混合）を模索
していこうと考えている。また、まだ手つかずの成分にも検討を加えていく予定である。

研究目標に対する実績等
（事後評価時点）

1,350

分析研究区分 試験

研究課題名
エキノコックス症血清診断法の改良に関する研究
－糖脂質に由来する糖鎖の抗原性に関する研究－

年度26
共同研究期間
（協力機関）

研
　
　
究
　
　
の
　
　
成
　
　
果

年度中間評価

なし

　研究費は試薬・消耗品・キットの購入やマススペクトルの測定費用に充てたが、計画の遂行にとって適切な額であった。

　特になし

なし

感度や特異性などを整理した。

研究期間

　現在のELISA法に用いられている粗抗原は、多包虫由来の抗原成分の殆どを含むため、見逃しが少ない診断が可能という利点があ
る。しかし、ﾛｯﾄごとに抗原性の変動が生じたり、近縁の寄生虫との交差反応（検査目的以外の患者血清が反応する現象）が見られる
などの問題も抱えている。このため、遺伝子工学的技術を用いてｴｷﾉｺｯｸｽに対する高感度・高特異性の組換え蛋白質抗原を作製する研
究が近年国内外で精力的に進められており、当所でも有用な複数の組換え蛋白質を見いだしてる。一方、糖鎖抗原については蛋白質
抗原に比べ研究例が少なく未解明な点が多いため、解析が必要である。それらには、検査用抗原として有用なものと、交差反応の原
因となっているものがあることから、峻別し解析することが検査法の精度向上につながる。

(別記第２号様式)

医動物Ｇ　主幹　浦口宏二
主査（感染病理）山野公明

平成２７年度　事後評価調書

課題番号 衛研一般２３０５

機 関 名 北海道立衛生研究所
研究責任者
研究担当者

調査

研
　
　
究
　
　
の
　
　
概
　
　
要

1人

　ｴｷﾉｺｯｸｽ症は難治性の人獣共通感染症で、媒介動物である感染ｷﾂﾈが道内全域で確認され、それに伴い住民のｴｷﾉｺｯｸｽ症発症も全道に
拡大している。今も年間20～30名の新規患者が報告されている(H26.12現在、累積患者数667名)。道は対策の一環として住民健診を実
施している。

　完治のためには早期発見・早期治療が肝要であることから、検査法の改良・精度向上は本症の対策上非常に重要である。

　本症は国内では北海道のみに流行し、放置すると致死的である。患者発生は全道に拡大しているため公衆衛生上問題である。

　北海道大学医学部第一外科より、検討に必要な血清の提供を受ける。慶応大学薬学部に糖鎖の合成を依頼する。

　従来はWB法の判定に関与するという理由から高分子量成分（糖蛋白など）中の糖鎖を中心に解析を進めてきたが、多成分が混在す
る粗抗原を用いるELISA法では低分子領域の糖鎖への反応も検査に影響していると考えられるため、比較的低分子量の糖脂質由来糖鎖
を解析する。

年度～

課題担当者

（北海道大学医学部第一外科、慶応大学薬学部）

　構造既知の糖鎖については抗原性の検討をさらに進める。それ以外の糖類関連成分については、精製や合成を試み、抗原性を調べ
るとともに構造活性相関の検討を行う。

　比較的珍しいGalβ1-6Galの繰り返し結合を主鎖にもつ糖脂質由来糖鎖の一群を中心に解析を行った。その結果、単純な1本鎖よりも

Fucを側鎖に持つものが感度・特異性において上回ることを明らかにすることができた。また、それらはWB法の短冊上において判定領

域に分布していることを確認した。さらに、粗抗原を用いるELISA法のトータルOD値にも、その含有量に応じて反映されていると考え
られた。その一方でGalβ1-6Gal配列は、他種との交差反応にも関与していることが判っていることから、今後検査を行う上で大いに参

考になると思われる。
主な目標（項目）[年次]

（事前評価時点）
（直近評価時点における変更点）

全体所要額
（千円） （一財

【総合評価】

・研究ニーズ（重要性・緊急性）

・道が取り組む必要性

【自己評価】 【説　明】

　ｴｷﾉｺｯｸｽ症の適切な早期診断は、本症による死亡リスクを軽減・回避する上で重要な技術である。この早期診断技術の
向上のため、検査用抗原に含まれる成分の解析、とりわけ未解明の部分が多い糖鎖成分の抗原性・特性を解明することは
必須である。本研究により、抗原性を示す主要な糖鎖構造を明らかにすることができた。

【総合評価】

本研究は、エキノコックス症血清診断法の精度向上を図るため、検査用抗原に含まれる糖鎖成分について、抗原性を示す
主要な糖鎖構造を明らかにしたもので、今後の道のエキノコックス症対策に有効に反映されることが見込まれ、一定の研
究成果が得られている。

【意　見】

Ａ・Ｂ・Ｃ

Ａ・Ｂ・Ｃ

・関係機関等との連携・役割分担（国等の研究機関、民間企業との連携・役割分担）

・これまでの研究成果・知見、外部機関の知見等の活用の考え方

○研究目的

○研究内容（研究目的及び研究内容の適切性）

○研究背景

○直近の研究課題評価における総合評価意見及びそれに対する取り組み状況

○年次別目標とそれに対応する実績及び研究成果（目標の達成度）

○研究開始後の事情変更の有無及び対応の状況（状況変化への対応の適切性）

成果の活用の可能性 【 】

(A)優れている。　　　　　　　(B)良好、適切である。　　(C)やや劣っている。見直しが必要。　

ａ・ｂ・ｃ
　研究目的及び内容の達成度 【 】ａ


